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深 澤  昌 子 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 

 

題 目 

   主論文：          

 Effect of group activities on health promotion for community-dwelling elderly 

        （地域高齢者の健康増進におけるグループ活動の効果） 

           Journal of Rural Medicine (in press) 11(1) 2016 

           Masako Fukasawa, Haruyasu Yamaguchi 

  

 

論文の要旨及び判定理由 

 

主論文 

本研究は、健康増進に有効な運営方法を明らかにすることを目的とし、高齢者教室とサ

ロンの開始後と6ヵ月後の計2回にわたり、参加者と関係者に対して、健康関連の評価指標

のアンケートを実施した。参加者は、高齢者教室（10箇所）354人、サロン（8箇所）の96

人であった。アンケートは、MFS、PGCMS、MPI、老研式活動能力指標の下位尺度を用

いた。加えて、グループ活動の運営方法と内容について調査した。結果から、高齢者教室

では高頻度群のみで生活体力と主観的幸福感が改善し、サロン活動では高頻度開催群のみ

で手段的自立が改善した。したがって、高齢者教室やサロン活動で健康増進効果を得るた

めには、開催回数や開催頻度が高いことが、健康増進効果の主たる要因となることが明ら

かになった。 

  

と認められ、博士（保健学）の学位に値するものと判定した。 
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